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１ 裁判官罷免訴追事件の係属 

令和３年６月16日、約９年振りに裁判官訴追委員会から訴追状が提出され、裁判官罷

免訴追事件が係属しました。 

２ 審理経過 

弾劾裁判所は、同年７月29日、被訴追者の職務停止を決定した後、数回にわたり訴追

委員会事務局や弁護人と打合せを行い、第１回公判期日を令和４年３月２日と指定しま

した。第１回公判期日では、冒頭手続のみを行いました。その後、第26回参議院議員通

常選挙を経た後、第２回公判期日では、訴追委員会の冒頭陳述及び証拠調べ請求、争い

がない書証の証拠決定、及び証拠調べが行われました。引き続き、第３回公判期日から

第７回公判期日までは訴追委員会請求の５人の証人尋問を中心に証拠調べが行われまし

た。続いて、第８回公判期日からは弁護側の立証が始まりました。第８回公判期日から

第11回公判期日までは、訴追委員会と同様、弁護側の冒頭陳述及び証拠調べ請求、争い

がない書証の証拠決定、及び証拠調べが行われ、その後、４人の証人尋問が行われまし

た。当事者双方による立証が一通り終了した後の第12回及び第13回公判期日は、職権に

より被訴追者尋問を中心に証拠調べが行われました。最後に、当事者双方が最終意見を

述べる期日が第14回及び第15回公判期日に行われ、弁論を終結しました。第16回公判期

日は、令和６年４月３日に開かれ、弾劾裁判所は、被訴追者に対し、罷免の判決を宣告

しました。    

３ 争点及び判決理由の要旨 

本件は訴追状に記載された被訴追者の各行為は、第１に事実関係の一体性を有するか、

第２に弾劾法２条２号に規定する「裁判官としての威信を著しく失うべき非行」に該当

するかが争点となりました。 

第１の争点については、訴追事由①の事実（被訴追者の担当外である強盗殺人、強盗

強姦未遂事件に関する10個の投稿等）のうち、因縁をつけているとの見出しを付けて記

載した文書を投稿して掲載したものを除く９個の行為について刑事事件投稿等行為群と

し、訴追事由②の事実（被訴追者の担当外である犬の返還請求等に関する民事訴訟につ

いての３個の投稿）の３個の行為について犬事件投稿行為群として、それぞれが事実関

係の一体性を有すると判断しました。 

第２の争点については、訴追事由の事実中、①の事実のうち、刑事事件投稿等行為群

について「非行」に当たることを認定し、その上で①の刑事事件投稿等行為群のうち、

東京高裁を批判した投稿及び訴追委員会を批判した投稿を除いた７個の行為群について、

「裁判官としての威信を著しく失うべき非行」（弾劾法２条２号）に該当するとしました。

②の犬事件投稿行為群は「非行」に当たるが、「裁判官としての威信を著しく失うべき非

行」（同号）には該当しないとしました。 

（光安
みつやす

 陽子
よ う こ

・裁判官弾劾裁判所事務局訟務課） 
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